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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　感光体を帯電し、前記感光体に静電潜像を形成するために前記感光体をレーザ光で露光
し、前記感光体上の前記静電潜像をトナーを用いて現像して画像を形成する画像形成手段
と、
　前記画像形成手段により形成された前記画像を記録材へ転写する転写手段と、
　前記記録材上の前記画像を加熱、及び加圧し、前記画像を前記記録材へ定着させる定着
手段と、
　前記画像形成手段により形成された測定用画像を、前記転写手段によって前記記録材に
転写される前に測定する測定手段と、
　前記感光体に関する情報を取得する取得手段と、
　前記記録材に形成可能な画像の最大濃度が目標最大濃度となるような前記画像形成手段
の画像形成条件を求めるための前記測定用画像の目標測定結果を、前記取得手段により取
得された前記情報に基づいて決定する決定手段と、
　前記測定手段による前記測定用画像の測定結果と、前記決定手段により決定された前記
目標測定結果とに基づいて、前記画像形成条件を制御する制御手段と、
を備えていることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記感光体は、電荷輸送層を含み、
　前記情報は、前記電荷輸送層の厚みであることを特徴とする請求項１に記載の画像形成
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装置。
【請求項３】
　前記取得手段は、前記感光体が帯電されるときに前記感光体に供給される電流を検知す
るセンサを含み、
　前記情報は、前記センサの検知結果であることを特徴とする請求項１に記載の画像形成
装置。
【請求項４】
　前記情報は、前記感光体の回転回数であることを特徴とする請求項１に記載の画像形成
装置。
【請求項５】
　前記情報は、前記感光体に形成された画像のページ数であることを特徴とする請求項１
に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記画像形成条件は、前記レーザ光の強度であることを特徴とする請求項１乃至５のい
ずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記画像形成条件は、前記感光体を帯電するために供給される帯電バイアスであること
を特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記画像形成条件は、前記静電潜像を現像するために供給される現像バイアスであるこ
とを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項９】
　画像データを階調補正条件に基づいて補正する補正手段と、
　前記画像形成手段に複数階調の測定用画像を形成させ、前記測定手段に前記複数階調の
測定用画像を測定させ、前記階調補正条件を前記測定手段による前記複数階調の測定用画
像の測定結果に基づいて生成する生成手段と、をさらに有し、
　前記画像形成手段は、前記制御手段により制御された前記画像形成条件に基づいて前記
複数階調の測定用画像を形成することを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載
の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば複写機、レーザビームプリンタ等の画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　画像形成装置においては、濃度補正制御が行われる。例えば、特許文献１は、画像形成
動作中、非画像領域に濃度補正用の画像を形成して濃度を読み取り、読み取った濃度によ
り、濃度に関する画像形成条件を設定する構成を開示している。また、特許文献２は、複
数色のトナーの濃度を同一の濃度検出部で検出する構成を開示している。
【０００３】
　また、電子写真方式の画像形成装置においては、像担持体である感光体の劣化度合い等
により感光体の特性が変化し出力画像に変化が生じる。例えば、感光体の使用により感光
体の膜厚が減少し、帯電性能や感度が変化することで画像濃度が変化する。特許文献３は
、感光体の膜厚を検出し、検出結果により帯電バイアスを変化させることで、感光体の帯
電性能の変化を補正する構成を開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－２１５９８１号公報
【特許文献２】特開平４－２６７２７４号公報
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【特許文献３】特開平５－２２３５１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　画像形成装置における濃度制御は、最大濃度に関する画像形成条件を決定する最大濃度
制御と、各階調の濃度が目標濃度になる様に制御する階調制御に分けられる。ここで、感
光体等の像担持体に形成した画像により最大濃度制御を行う際に、ベタ画像ではなく中間
濃度の画像を形成して行う場合がある。しかしながら、感光体に形成した中間濃度の画像
を測定して最大濃度制御を行う構成では、感光体の膜厚が変化する等、感光体の劣化度合
いが高くなると、高濃度領域の画像の濃度が変化することが分かった。この変化により、
画像形成装置が形成する画像の品質が劣化する。
【０００６】
　本発明は、像担持体の劣化度合いに拘らず高い精度で画像形成条件を決定できる画像形
成装置を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一側面によると、画像形成装置は、感光体を帯電し、前記感光体に静電潜像を
形成するために前記感光体をレーザ光で露光し、前記感光体上の前記静電潜像をトナーを
用いて現像して画像を形成する画像形成手段と、前記画像形成手段により形成された前記
画像を記録材へ転写する転写手段と、前記記録材上の前記画像を加熱、及び加圧し、前記
画像を前記記録材へ定着させる定着手段と、前記画像形成手段により形成された測定用画
像を、前記転写手段によって前記記録材に転写される前に測定する測定手段と、前記感光
体に関する情報を取得する取得手段と、前記記録材に形成可能な画像の最大濃度が目標最
大濃度となるような前記画像形成手段の画像形成条件を求めるための前記測定用画像の目
標測定結果を、前記取得手段により取得された前記情報に基づいて決定する決定手段と、
前記測定手段による前記測定用画像の測定結果と、前記決定手段により決定された前記目
標測定結果とに基づいて、前記画像形成条件を制御する制御手段と、を備えていることを
特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によると、像担持体の劣化度合いに拘らず高い精度で画像形成条件を決定できる
。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】一実施形態による画像形成装置の概略的な構成図。
【図２】一実施形態による帯電電流と膜厚との関係を示す図。
【図３】一実施形態による感光体に形成された画像の検出濃度と、当該画像を記録材に定
着した後の濃度との関係を示す図。
【図４】一実施形態による感光体の膜厚と感光体の暗電位との関係を示す図。
【図５】一実施形態による感光体の膜厚と、形成される画像との関係の説明図。
【図６】一実施形態による感光体の膜厚と、形成される画像との関係の説明図。
【図７】感光体の膜厚と検出画像の目標濃度との関係を示す図。
【図８】一実施形態による感光体の膜厚と検出画像の目標濃度との関係を示す図。
【図９】一実施形態による最大濃度制御のフローチャート。
【図１０】一実施形態による検出画像及びベタ画像の記録材への定着後の濃度を示す図。
【図１１】一実施形態による画像形成装置の概略的な構成図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の例示的な実施形態について図面を参照して説明する。なお、以下の実施
形態は例示であり、本発明を実施形態の内容に限定するものではない。また、以下の各図
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においては、実施形態の説明に必要ではない構成要素については図から省略する。
【００１１】
　＜第一実施形態＞
　図１は、本実施形態による画像形成装置の構成図である。画像形成時、像担持体である
感光体１は図中の矢印の方向に回転駆動される。帯電部２は、帯電バイアスを出力して感
光体１の表面を一様な電位に帯電させる。露光部３は、形成する画像に応じた光で感光体
１の表面を走査・露光し、感光体１の表面に静電潜像を形成する。現像部４は、現像バイ
アスを出力し、これにより、感光体１の静電潜像に現像剤を付着させて現像剤像として可
視化する。転写ローラ７は、転写バイアスを出力し、搬送路６を搬送される記録材に感光
体１の現像剤像を転写する。その後、記録材は、図示しない定着部に搬送され、定着部は
、記録材を加熱・加圧して記録材に現像剤像を定着させる。現像剤像の定着が行われた記
録材は、その後、画像形成装置外へと排出される。検出部５０は、感光体１に光を照射し
、その反射光により感光体１に形成された現像剤像の濃度を検出する。本実施形態におい
て、感光体１は、負帯電のＯＰＣ（有機光導電体）であり、電荷発生層の上に厚さ２０μ
ｍの電荷輸送層（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｌａｙｅｒ）を設けている。なお
、この電荷輸送層の厚さを以下では、感光体１の膜厚と呼ぶものとする。
【００１２】
　図１には、帯電部２に帯電バイアスを供給するための構成も示している。本実施形態で
は、交流電源２１及び直流電源２２により、直流電圧と交流電圧を重畳した電圧を帯電バ
イアスとして帯電部２に供給している。帯電部２が帯電バイアスを出力することで、感光
体１及び帯電部２から抵抗２３に帯電電流が流れる。したがって、抵抗２３の電圧は帯電
電流に対応したものとなる。アナログ・デジタル変換器（Ａ／Ｄ）２４は、帯電電流に対
応する、抵抗２３の電圧をデジタル信号に変換して制御部２５に入力する。制御部２５は
画像形成装置の全体の制御を行う。制御部２５の最大濃度制御部２６は、最大濃度を決定
する画像形成条件、例えば、コントラスト電位を決定する。コントラスト電位とは、感光
体１の静電潜像が形成された領域の電位（以下、明電位と呼ぶ。）と現像バイアスとの差
である。なお、感光体１の静電潜像が形成されていない領域の電位（以下、暗電位と呼ぶ
。）と現像バイアスとの差をバックコントラスト電位と呼ぶ。また、階調制御部２７は、
入力画像データにより形成される画像の濃度の線形性を保つための階調補正テーブルを生
成する制御を行う。画像形成装置は、画像を形成する場合、入力画像データを階調補正テ
ーブルにより変換し、変換後の画像データに基づき露光部３を制御して感光体１に画像を
形成する。また、その際、最大濃度制御部２６が決定した画像形成条件を使用する。制御
部２５は、最大濃度制御や、階調補正テーブルの生成に使用する検出画像のための検出画
像データ２８を保持している。
【００１３】
　また、制御部２５は、帯電電流の値から感光体１の膜厚を検出する。膜厚は、感光体１
の使用により薄くなり、よって、感光体１の劣化度合いを示す情報である。図２は、帯電
電流と感光体１の膜厚との関係を示している。したがって、図２に示す帯電電流の測定の
ためのアナログ・デジタル変換器（Ａ／Ｄ）２４は、膜厚検出部として機能する。なお、
本実施形態では、感光体１の膜厚を帯電電流により検出するが、感光体１の劣化度合いを
示す情報、例えば、感光体１の回転時間、回転量、形成した画像の量等により感光体１の
膜厚を予測・検出する構成であっても良い。
【００１４】
　図３は、感光体１に形成した検出画像を検出部５０により検出した結果と、当該画像を
記録材に転写・定着させて測定した濃度との関係を示している。なお、図３において横軸
は記録材に定着後の画像の濃度であり、縦軸は、検出部５０による当該画像の検出結果、
つまり、検出部５０の受光光量に対応して検出部５０が出力する出力信号の電圧を示して
いる。なお、検出画像の濃度が高くなると反射光量は減少するので、図５の縦軸において
は、値が高くなる程、濃度は低いことになる。図３から、高濃度領域においては検出部５
０の出力が飽和することが分かる。よって、本実施形態では、最大濃度制御のための検出
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画像として、濃度の変化に対する感度の高い中間濃度の画像、つまり、ベタ画像より濃度
の低い画像を用いる。
【００１５】
　感光体１の膜厚が薄くなると必要なコントラスト電位が大きくなる。また、中間濃度の
検出画像により最大濃度に関する画像形成条件を決定するため、本実施形態の最大濃度制
御においては感光体１の膜厚によりコントラスト電位を変化させる。より詳しくは、感光
体１の膜厚が薄くなると最大濃度制御におけるコントラスト電位を大きくする。なお、バ
ックコントラスト電位として必要な値を確保するため、最大濃度制御においては、感光体
１の膜厚が薄くなると、帯電バイアスを大きくして感光体１の暗電位を変化させる。図４
は、本実施形態による感光体１の膜厚と、暗電位との関係を示す図である。図４に示す様
に、本実施形態では、感光体１の膜厚が薄くなると、帯電バイアスを増加させ、これによ
り暗電位を増加させている。なお、帯電バイアスは、図１の直流電源２２を制御すること
により変化させる。この場合、図３に示す様に、記録材に定着後の濃度が同じであっても
、感光体１上で検出部５０により検出した濃度は、感光体１の膜厚により異なるものとな
る。図３においては、記録材に定着後の濃度が同じであっても、感光体１での濃度の検出
結果は、膜厚が１２μｍの場合の方が、膜厚が２０μｍの場合より低くなっている。以下
、この理由について説明する。
【００１６】
　まず、上述した様に、感光体１の膜厚が薄くなるとコントラスト電位を大きくする。図
５（Ａ）及び図５（Ｂ）は、感光体１に形成される画像と、当該画像を記録材に定着させ
た後の状態を、感光体１の表面及び記録材の表面と平行な方向から見た図である。なお、
図５（Ａ）は、図５（Ｂ）より感光体１の膜厚が厚いものとする。また、図５（Ａ）及び
図５（Ｂ）において、記録材に定着後の画像濃度は等しいものとする。感光体１の膜厚が
薄くなると、コントラスト電位を高くする。よって、図５（Ａ）及び図５（Ｂ）に示す様
に、感光体１の膜厚が薄くなると、感光体１に形成される現像剤像の厚みは厚くなる。図
５（Ｂ）に示す感光体１上の画像は、図５（Ａ）に示す感光体１上の画像より厚みは厚い
が、感光体１を覆う面積は小さくなっている。したがって、感光体１の画像の濃度を検出
部５０により測定すると、感光体１の表面を覆う現像剤の面積は図５（Ｂ）の方が図５（
Ａ）より小さいため濃度が薄いと検出されることになる。しかしながら、記録材に画像を
転写・定着させる際に記録材は加圧されるため、記録材の表面を覆う現像剤の面積は、図
５（Ａ）及び図５（Ｂ）では同じとなる。よって、記録材に定着後の画像の濃度は図５（
Ａ）及び図５（Ｂ）では同じとなる。これが、記録材に定着後の濃度が同じであっても、
感光体１上で検出した濃度が膜厚により異なる理由である。図６（Ｂ）及び図６（Ｃ）は
、図６（Ａ）に示す正方形を４つ並べた画像を、それぞれ、膜厚２０μｍの感光体１及び
膜厚１０μｍの感光体１に形成した様子を、感光体１の表面と直交する方向から見た図で
ある。なお、図６（Ｂ）及び図６（Ｃ）の画像を記録材に転写・定着させた後に測定した
濃度は同じである。図６（Ｃ）では、図６（Ｂ）より感光体１の表面が露出している面積
が大きく、よって、濃度が薄く測定されることが分かる。
【００１７】
　図７は、最大濃度制御で使用する中間濃度の画像の目標濃度を１．０としてコントラス
ト電位を決定した結果を示している。なお、図７における濃度は、記録材への定着後の濃
度である。図７に示す様に、最大濃度制御後、検出画像は感光体１の膜厚に拘らず目標濃
度になっている。しかしながら、検出画像より濃度の高いベタ画像の濃度は膜厚により変
化している。本実施形態では、感光体１の膜厚が変化しても最大濃度を一定に制御するた
め、感光体１の膜厚に応じて検出画像の目標濃度を変更する。図８は、感光体１の膜厚と
検出画像の目標濃度の関係を示している。図８に示す様に、感光体１の膜厚が薄くなると
、目標濃度を低くしている。なお、感光体１の膜厚が、１０μｍより大きく、２０μｍよ
り小さい場合、線形補間により目標濃度を決定する。
【００１８】
　図９は、最大濃度制御のフローチャートである。Ｓ１０で、制御部２５は、帯電電流に
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より感光体１の膜厚を検出し、Ｓ１１で膜厚に応じた暗電位に感光体を帯電させる様に帯
電バイアスを制御する。最大濃度制御部２６は、Ｓ１２で、感光体１の膜厚から最大濃度
制御における検出画像の目標濃度を決定する。最大濃度制御部２６は、Ｓ１３で、検出画
像を感光体１に形成する。なお、検出画像の形成の際には、階調補正テーブルによる変換
は行わない。最大濃度制御部２６は、Ｓ１４で、検出部５０からの出力に基づき検出画像
の濃度を検出する。最大濃度制御部２６は、Ｓ１５で、検出画像の検出濃度と目標濃度に
基づきコントラスト電位を決定し、決定したコントラスト電位とするための光パワーをＳ
１６で決定する。なお、ここでの光パワーとは、露光部３が感光体１を露光するための露
光強度に対応し、この光パワーにより感光体１の明電位が決定される。なお、光パワーで
はなく現像バイアスを変化させることでコントラスト電位を制御しても良い。なお、階調
制御部２７は、図９の処理により決定した画像形成条件の下、複数階調の検出画像を感光
体１や記録材に形成して階調補正のための階調補正テーブルを生成し、これにより、中間
濃度の補正を行う。
【００１９】
　図１０は、図８に示す様に、感光体１の膜厚に応じて検出画像の目標濃度を変化させた
結果を示している。感光体１の膜厚に応じて検出画像の目標濃度を変化させたことにより
、図１０に示す様に、感光体１の膜厚に拘らずベタ画像の濃度は一定となっている。
【００２０】
　以上、本実施形態では、感光体１の膜厚、つまり、感光体１の劣化度合いに応じて検出
画像の目標濃度を変化させる。この構成により、感光体１の劣化度合いに拘らず高い精度
で最大濃度制御を行うことができる。
【００２１】
　＜第二実施形態＞
　第一実施形態について、モノクロの画像形成装置により説明を行った。本実施形態では
、カラーの画像形成装置により説明を行う。図１１は、本実施形態による画像形成装置の
構成図である。帯電部２は、帯電バイアスを出力して感光体１の表面を一様な電位に帯電
させる。露光部３は、形成する画像に応じた光で感光体１の表面を走査・露光し、感光体
１の表面に静電潜像を形成する。現像部４は、イエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン
（Ｃ）、ブラック（Ｂｋ）の現像剤を有し、いずれかの色の現像剤により静電潜像を現像
して現像剤像とする。感光体１に形成された現像剤像は中間転写体５に転写される。感光
体１にＹ、Ｍ、Ｃ、Ｂｋの現像剤像を順に形成し、これを中間転写体５に各現像剤像が重
なる様に転写することでカラーの現像剤像が中間転写体５に形成される。中間転写体５に
形成された現像剤像は、カセット８から搬送される記材に転写される。定着部１０は、記
録材を加熱・加圧し、現像剤像を記録材に定着させる。
【００２２】
　図１１の画像形成装置は、複写機であり、原稿の画像を読み取って画像データを生成す
る。光源１２は、原稿台１１上に載置された原稿Ｄを光で照射し、ＣＣＤ２１はその反射
光を受光して原稿Ｄの画像を読み取る。Ａ／Ｄ変換回路２２は、ＣＣＤ２１が出力する原
稿Ｄの画像に対応する信号をデジタル信号に変換してＣＰＵ２００を有する制御部に出力
する。ＣＰＵ２００は、画像信号から駆動信号を生成して露光部３のドライバ３１に出力
する。ドライバ３１は駆動信号により光源３２を駆動し、これにより光源３２は形成する
画像に応じた光を感光体１に照射して、感光体１に静電潜像を形成する。
【００２３】
　本実施形態においても、感光体１に形成された検出画像の濃度検出のため検出部５０が
感光体１に対向して設けられている。なお、検出画像の目標濃度の決定については第一実
施形態と同様であり、感光体１の劣化度合いに拘らず高い精度で最大濃度制御を行うこと
ができる。
【００２４】
　［その他の実施形態］
　本発明は、上述の実施形態の１以上の機能を実現するプログラムを、ネットワーク又は
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記憶媒体を介してシステム又は装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュータにお
ける１つ以上のプロセッサーがプログラムを読出し実行する処理でも実現可能である。ま
た、１以上の機能を実現する回路（例えば、ＡＳＩＣ）によっても実現可能である。
【符号の説明】
【００２５】
　１：感光体、２４：アナログ・デジタル変換器、５０：検出部、２５：制御部

【図１】 【図２】

【図３】
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【図１０】
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